
国からの委託額（平成２１年度決算ベース） 

 

 １．次世代地球観測衛星利用基盤技術の研究開発委託費（経済産業省） ４４８，１８０千円 

 

 ２．希少金属資源開発推進基盤整備事業（経済産業省）              ０千円 

    （予算額 １９２，１５０千円 平成２２年度へ繰越） 

 

 ３．本財団の年間収入額                    ２，４０４，２２２千円 

 

               （１＋２）／３                １８．６％ 



1. 委託費の名称

2. 事業の目的及び内容

(1) 目的

(2) 具体的な内容

3. 委託先の公益法人の名称

4. 委託費支出実績額 448,180 千円（Ａ）

5. 委託費における管理費

(1) 45,695 千円

(2) 4,075 千円

(3)

千円

千円

49,770 千円

6. 外部への支出

(1) 外部に再委託されているものに関する支出
支出先

千円

千円

0 千円　（B）

(2)
支出先

㈱ｲﾒｰｼﾞﾜﾝ、富士通ﾘｰｽ他 17,093 千円

伊藤忠ﾃｸﾉｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱他 218,488 千円

㈱ｻﾝﾜ 899 千円

ｴｽｹｲﾄﾗﾍﾞﾙｻｰﾋﾞｽ他 19,790 千円

大学教授他 401 千円

㈲明文堂他 265 千円

㈱ﾊﾟｽｺ他 119,918 千円

IGARSS2009他 214 千円

377,068 千円

7. その他

21,342 千円

千円

千円

8. 再委託の割合 0.0 ％（Ｂ／Ａ）

一般管理費

その他の管理費

委託費支出明細書

産業技術研究開発（次世代地球観測衛星利用基盤技術の研究開
発）

経済産業省が開発をすすめている次世代地球観測衛星用高性能
ハイパースペクトルセンサに対して、衛星データ利用者からの
センサ仕様要求の取りまとめと様々な利用者が活用できる基盤
技術を整備し、宇宙利用の拡大を図ることにより宇宙産業全体
の活性化に寄与する。

①衛星搭載型・航空機搭載型ハイパースペクトルセンサに関す
るセンサ技術・利用技術に関する情報の収集・分析を行う。
②新技術であるハイパースペクトルデータの利用拡大を確保す
るため、実利用を念頭においた利用技術を確立するとともにハ
イパースペクトルデータの優位性を整理し、潜在的な利用分野
や利用者の拡大を図る。
③衛星搭載型ハイパースペクトルセンサ仕様を決定するため特
に波長性能について分析し、対象物のスペクトル特徴を利用し
た情報抽出方法の整理を行い、併せて大気補正などデータ解析
に必要とされる処理手法などについてまとめる。

財団法人資源・環境観測解析センター

人件費

内容 金額

金額

合計

支出内容

合計

学会参加費

合計

内容

研究開発費等

報告書印刷費

(1)以外の支出
支出内容

金額

消費税及び地方消費税

金額

機器装置費、借料、保守費等

合計

旅費交通費

委員会費

消耗品費等

衛星ﾃﾞｰﾀ購入費等
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